
４年間の学びとそれから
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人間科学科
人間科学部

研究室紹介
子どもの健康福祉学／子ども家庭福祉学研究室

津久井 百花 さん（右）
人間科学部 人間科学科 3年 

（東京都 私立国士舘高等学校 出身）

津久井 百花 さん（右）
人間科学部 人間科学科 3年 

（東京都 私立国士舘高等学校 出身）

生活習慣や保護者の育児ストレスなど、子どもや家庭が抱える困難の解決
を目的とする研究室です。実際の保育・福祉現場や家庭の現状を調査し、
当事者意識を持ってより良い方策を提案します。

絵本が好きな私は、今でも読み聞かせをしてもらった当時のことを思い
出すことがあります。長い年月を経ても記憶に残る絵本に関心を持ち、幼
少期の絵本を通じた体験が心の成長や感情にどのような影響を与えて
いるかを研究しています。ゼミでは研究内容について発表するなど、多く
の人に自分の考えを聞いてもらう機会がたくさん。相手の立場に立って
わかりやすく伝える力が特に磨かれたと感じています。

私の熱意 絵本がもつ力を探究

夜更かしや朝食欠食といった近年の幼児・児童に見受けられる課題に対
して、規則正しい生活習慣に関する理論・知識の普及や、実践的なノウハ
ウの提供を行っています。子どもや保護者、保育者一人ひとりの笑顔につ
なげられるように、子育て世帯が抱える悩みを調査結果から汲み取り、仕
事と子育てを両立できる日本社会の実現を目指します。

教員の熱意 仕事と子育てを両立できる社会へ

子どもを中心に、多様な背景を有す
る人々が相互の差異を尊重しながら
共に生きる共生社会の実現を見据
え、教育・保育、発達・心理、保健・医
療、福祉に関する知識と実践的能力
を足場に、人々の多様なニーズに対
して総合的、国際的な視野をもって貢
献することのできる専門職人材の養
成を目指します。

子どもを真ん中に、
すべての人が安心して
自分らしく生きられる
共生社会を実現する

新しい学科のビジョンCheck!

自主研究に必要なスキルを総合的に磨く 興味・関心を見つけ、自分の研究テーマを設定する 卒業研究に向けた調査や実験を行う 卒業研究

文献や資料の集め方、文章のまとめ方、発
表のしかたなど、大学での学び方を習得す
るとともに専門分野の基礎を学びます。

基礎能力を身につける
興味や関心のあることに挑戦しながら、専
門的に深く掘り下げていきたい研究テーマ
を絞り込みます。

自分の研究テーマを絞り込む

1年次 前期 1年次 後期 2年次 前期 2年次 後期 3年次 前期 3年次 後期 4年次 前期 4年次 後期

各自の研究テーマについて、教員の指導
を受けながら、文献研究、フィールド調査、
アンケート調査、実験などを行います。

研究テーマを深く掘り下げる
4年次はいよいよ学びの総仕上げ。卒業研究を
行い、その成果を論文として発表、提出します。

集大成として卒業研究に取り組む

教育・保育、発達・心理、
保健・医療、福祉に関す
る知識と実践的能力を
足場に、子どもを中心に
すべての人が安心して
自分らしく生きられる共
生社会を実現するスペ
シャリストに。

❶直接子どもに関わり、成
長を支える仕事
・保育士／幼稚園教諭／
保育教諭
・児童相談所職員
・児童養護施設職員
・児童発達支援員
・児童館、学童クラブ職員
❷子どもと家庭の福祉と
健康を支える仕事
・コミュニティソーシャル
ワーカー
・子育て支援アドバイザー
・ベビーシッター
・レジャー、レクリエー
ション業
・教育系シンクタンク
❸行政から家庭と子ども
を支える仕事
・自治体職員
・行政福祉職
・幼児教育センター職員
・子ども家庭支援センター
職員
❹「こどもまんなか」を推進
する企業活動
・子ども向け商品の企画
開発
・教育教材の企画開発
・子育て家庭向けのワーク
ショップデザイン
・子育て家庭に向けた
働き方の改革

「こどもまんなか社会」
を支える
スペシャリストへ！

専
門
科
目

教
養
科
目

※上記の他、教養科目、語学科目などの学部・学科共通科目を設置しています。詳細はP.034をご覧ください。
※ MS は数理科学分野　※ DS はデータサイエンス分野
■字は選択科目 ■字は必修科目 ■字は選択必修科目 

カリキュラムは2026年4月現在のもので、一部変更される場合があります。

泉 秀生 准教授（左）泉 秀生 准教授（左）

学科webサイト 学科紹介動画

カリキュラム
刷新

現場を
支え変革する
ICT・データの力

人間科学部の
カリキュラムが
育成する
５つの力

すべての人の
幸福を考える
福祉の力

人の健康と
命を守る力

人の発達と
心を理解する
心理の力

人の成長を
支える

教育・保育の力人を知り、社会を支える。

こどもをまんなかに、未来をつくる学び。

人間科学 共生社会

子どもの声に耳をかたむけ、子どもの権利について考え、子どもの生活を守り、子ども
の育ちゆく環境を革新的に創造・デザインしていくために必要な高度な知識と実践
力を身につけ、子ども、家庭、社会、テクノロジーと手を携えて「子どもの最善の利益」
を中心とした社会を構想、実現していくことのできる専門職を育成する。

世田谷キャンパス｜募集人員70名

学科の
3つの方針は
こちら

3年次
将来像1年次 2年次 4年次

・人間の行動と
心理

・発達心理学 ・子ども家庭支援の
心理学
・障害児・者の心理

・教育心理学 ・心理研究法
・子ども理解の理論と方法
・教育相談
・生涯発達心理学（1）
・生涯発達心理学（2）

・臨床心理学
・心理アセスメント

・未来を拓く
イノベーション

・理工学と生活

・人間科学入門
・SD PBL(1)

・SD PBL(2) ・特別研究(1) ・特別研究(2)
・SD PBL(3)

・卒業研究(1) ・卒業研究(2)

・人間と健康
・医用工学リテラシー
・人体の構造と機能

・子どもの食と栄養
・乳児保育(1)
・子どもの保健と健康
・医療的ケアの基礎

・生理学（1）
・生理学（2）

・医用安全工学
・子どもの安全と健康
・特別な配慮を必要とす
る子どもの理解と支援

・乳児保育(2)
・医用機器
・公衆衛生学

・臨床医学総論
・基礎医学総論

・情報処理入門
・情報処理基礎
・情報処理応用
・情報通信技術の
基礎と活用(1)

・情報通信技術の基
礎と活用(2)

・情報通信技術の理
解と応用(1）

・情報通信技術の
理解と応用(2)

・学習科学概論 ・教育工学

・子ども家庭福祉 ・社会的養護(1)
・子ども家庭支援論
・子育て支援演習(1)

・社会福祉 ・保育実習(1)(保育所・施設)
・保育実習指導(1)(保育所)
・保育実習指導(1)(施設)
・子育て支援演習(2)

・社会的養護(2)
・子育て支援

・保育実習(2)(保育所)
・保育実習指導(2)(保育所)
・保育実習(3)(施設)
・保育実習指導(3)(施設)

・保育原理
・音楽実技入門
・手話
・子どもと人間関係
・教育学概論
・子どもと環境

・音楽実技(1)
・保育内容の理解と
方法（造形表現）
・保育内容の理解と
方法（言語表現）
・インクルーシブ教育論

・教育原理
・保育内容総論
・保育内容人間関係指導法
・保育内容の理解と
方法（音楽表現）
・造形
・保育内容の理解と
方法（身体表現）
・子どもと言葉
・食農文化と子育て（1）

・教育社会学
・保育の計画と評価
・保育内容言葉指導法
・保育内容表現指導法
・音楽実技(2)
・食農文化と子育て（2）

・保育内容環境指導法
・幼児教育方法論

・保育者論
・カリキュラム論
・保育内容健康指
導法
・幼稚園教育実習
・幼稚園教育実習
指導

・保育・教職実践演習
(幼稚園)

・データサイエンス
リテラシー(1)※DS

・文系のための統計基礎※MS

・文系のための数理基礎※MS

・データサイエンスリ
テラシー(2)※DS
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「こどもまんなか社会」
を支える
スペシャリストとは？

受精から死までの心身の発達と課
題を学び、自己や他者への理解を
深めます。生涯の変化を知ること
で、人間関係の再考や将来への展
望を持つことを目指します。

生涯発達心理学 

授業紹介１

授業紹介2

子どもの権利を基盤とした福祉を学びます。一人の人間として声を聴き、個人の
問題を社会全体で解決する仕組みを探究。誰もが自分らしく生きる未来を考えます。

社会福祉

キャンパス内に設置された子育てセンター「ぴっぴ」。親子がゆったりと過ごす
登録制の遊び場です。地域の子育て支援を実践的に学ぶことができます。

現地教育施設の訪問やホームステイなどを通じて世界の幼児教育や福
祉を実際に「見て・聞いて・感じて」学ぶ実践型プログラム「海外研修」。

子どもの造形や表現活動ならびに創造性を育むため、粘土などの素材に
直接触れ合う場を設け、直接体験を通した発見や学びを提供しています。

073 074TOKYO CITY UNIVERSITY
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